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≪博士論文要旨および審査報告≫
李 喜貞 平安文学における物の怪
――学位請求論文――
 論文要旨 李 喜貞
平安文学に集中して登場する「物の怪」（もののけ）は，古代日本の民間信仰
や風俗がよく反映されたものである。従って，古代の人々の霊魂観を探り，平安
時代に跋扈する怨霊，それに関わる「物の怪」の実態について平安文学という枠
の中で考察する。また，物の怪の退治としての呪術や祈祷に関わる巫女について
は韓国のムダンのことを取りあげ，比較文化的視点からも考えてみる。
最初に「物の怪」とは何かを探るために，中国の古文献と照らし合わせること
によって「物の怪」の語源や由来を探り，その意味するものとの関係性を比較す
ることを試みた。その結果，中国の古文献にみられる「物怪」は「天変」，「怪奇
な方術・妖術」，「奇怪な物」，つまり「怪異現象」のことを意味している。一方，
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韓国では，「物怪」の語は見当たらないが，朝鮮時代の医学書である『東醫寳鑑』
に「邪祟」についての記述がある。「邪祟」は『古事類苑』に「もののけ」のこ
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とをいうと記している。『東醫寳鑑』によると，見る・聞く・言う・行動するこ
とが筋の通らない非現実的な様子であると，病気のこととして記している。
それでは，日本での物の怪はどのようなものであろうか。折口信夫氏を始め，
物の怪は怨霊の祟りであり，その祟りによって起こる病気のことも含めて「物の
怪」という。ところが，後になって怨霊そのものを「物の怪」というようになっ
たという。また物の怪の表記をめぐっても，天変地異のことを意味する「物の怪」
だという説と，病気のことを意味する「物の気」だという説がある。しかし，こ
れらは物語や日記の作者が物の怪の意味をどちらに重点を置くかによるだけで，
漢字表記によって物の怪の定義が変わることはない。
このような物の怪に対して，古代の人々はどのように対応したのか。平安文学
の中からは，密教の僧侶や修験者による加持祈祷と，山岳信仰がもとになる聖や
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陰陽師による呪法などによって物の怪を退治したことが窺える。日本の古代国家
では，天皇が夢で神のお告げを聞く，または皇后や巫女の神懸りによる神託など，
祭政一致がみられるが，これらは平安時代の物の怪調伏と関連性を持っている。
また，民衆の中での巫女の役割は，その発祥は不明であるが，トランス状態で神
託する沖縄の「ユタ」や歌舞などをともなって司祭をする「ノロ」，東北地方の
「イタコ」のような巫女（シャーマン）によって，占いや悪霊祓い，祖霊との交
信などをしたことが現代でも民俗事例の中に窺える。このようなシャーマン的存
在は韓国にもあり，日本の「ノロ」や「ユタ」，「イタコ」ともその性質が似てい
る。
以上のことから，古代人の霊的存在に対する働きかけが，畏怖しながら超自然
的な力を借りる，つまり物の怪の存在と宗教的行為とが密接であることが確認で
きる。
ところが，平安時代に多く見られる物の怪という語は，平安以前の文献からは
見当たらない。しかし，それに当てはまる語として「神の気」が挙げられる。ま
た，平安初期に成立した『日本霊異記』の中からも「親王の気」があり，物の怪
との関連性が窺える。物の怪の始まりとして，記紀神話の恥の問題があり，それ
は怨霊の祟りを予感させる。なぜなら，「見るな」，「驚くな」という禁忌が破ら
れたことによって，神としての神性，本性が暴かれることになり，神の尊さ，威
厳が失墜されることにつながる。そして神による恥の意識が祟りの感覚と近く，
関係の断絶，破壊が生じたからである。このように，古代は神の祟りしか考えら
れない。しかし，神を中心とした生活から，人間中心の都市国家への発展によっ
て，神の祟りから特定人物の怨霊の祟りへと発展したことが平安初期の御霊会か
ら窺うことができる。
以上のことをもとにして，平安文学に描かれている物の怪の様相を探る。
まず，『源氏物語』における物の怪は，六条御息所の人物造型が政治的争いを
意識させる故父大臣の御霊出現の噂や前坊の存在から，廃太子の歴史的事件を思
わせる政治的怨念による物の怪を疑わせる。もう一つは，男女の恋愛による嫉妬
心よりも，貴族社会での身分制度が影響を及ぼした，つまり身分意識によるプラ
イドが崩れた時の屈辱感が物の怪と大きく関わっている。これはある面，記紀神
話の恥問題とつながる。次は，生と死が交錯する出産と病気に関わる物の怪の様
相として紫式部の物の怪観である「心の鬼」が窺える。この心の鬼は，浮舟の心
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の影によって「昔，行ひせし法師」を出現させた浮舟物語と，光源氏の心の鬼に
よって「いとをかしげなる女」を出現させた夕顔物語にも関わっている。夕顔物
語の物の怪については諸説があるが，紫式部の物の怪観を考えると，光源氏の心
の鬼が生んだ「いとをかしげなる女」は，六条御息所とも，なにがし院に棲み憑
く妖物とも読み取ることができる。しかし，夕顔との接点がない六条御息所の怨
霊説は，夕顔怪異譚としての雰囲気作りにはなるが，「いとをかしげなる女」の
正体としては考え難い。
最後に，歴史物語における物の怪として，菅原道真，藤原元方，藤原顕光の祟
りが挙げられる。右大臣にまで出世しながら，当時左大臣であった藤原時平によ
る政治的陰謀によってすべてを失い，左遷される道真。娘が村上天皇の第一皇子
を産んだことで，その外戚として一族の繁栄を期待したが，藤原師輔の娘安子中
宮の第二皇子の誕生によって失望する元方。東宮敦明親王に寵愛された娘延子に
期待を注いでいたさなか，藤原道長の策略によって敦明親王は東宮退位，さらに
道長の娘寛子に婿を横取りされ，延子のところには来なくなった悲しさに苦しむ
顕光と娘延子。彼らはのちに怨霊となるが，その共通点は，生前自分に恨みを募
らせた相手の一族を徹底的に祟っていくことである。
本稿によって明らかとなったことは，物の怪に対する考えが，平安以前からも
存在し，その形は異なっても，記紀神話から平安中期に至るまで，人々に恐ろし
い存在として畏怖されてきたことである。それゆえに人々は超自然的な力に対し
て敬い，その力を借りようとする。いわゆる宗教的行為と密接な関係にあったこ
とである。それは神の祟りから人の祟りへと発展させることになる。平安文学で
はこれらを物の怪として登場させ，特に『源氏物語』においては，単純な怪異現
象，もしくは疫病の流行ではなく，人の心を支配する幻想，幻影へと展開させた
のである。この点，紫式部の物の怪観は当時の他の文学作品と一線を画する。
今後のこととして，物の怪と宗教的行為との密接な関係については，これから
も研究の一つとして追究していきたい。具体的には，『源氏物語』と仏教との関
わりについて探り，それによって罪意識と物の怪の顕現との関わりを明らかにす
る。そうすることで，紫式部が考えていた「心の鬼」の問題が明らかになるはず
である。
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 審査報告
（主査） 専修大学文学部 教 授 小山 利彦
（副査） 専修大学文学部 教 授 鈴木 泰
（副査） 専修大学文学部 准教授 米村みゆき
本論文は平安文学において発動する「物の怪」について，作品論としての表現
上の役割や発動する原因・背景・基底といった諸面を究明している。研究方法と
しては古代の民間信仰や風習を探究し，歴史資料を駆使して物語文学・私家集・
随筆文学・説話文学において表現された実態を博捜するものである。さらに日本
・中国・韓国における比較文化的視点も有している。殊に韓国李氏朝鮮時代の医
学書『東醫寳鑑』なども取り寄せて精査している。論文構成は五章から成り，次
のようなテーマである。
第一章 もののけ考――日・中・韓，比較文化的視点を含めて
第二章 上代文学における怨霊の始源
第三章 『源氏物語』における物の怪
第四章 夕顔巻「いとをかしげなる女」考
第五章 歴史物語における物の怪
第一章では「もののけ」の語源について考察し，怨霊などの霊的存在によって
もたらされた病気のことを意味していたが，のちにその霊的存在自体も，物の怪
と称されるようになった。日本の平安朝以外の韓国李氏朝鮮時代の医学書『東醫
寳鑑』の「雑病編」巻七「邪祟形證」を考証している。「見る」「聞く」「言う」「行
動する」ことが理路整然としない，非現実的な仕業のことを指し，但し一般的な
クィシン
朝鮮の風習では「鬼神」による病気と判断している。「もの」については折口説
の「神」「鬼」「霊」と並ぶ抽象的な霊的存在とみなしている。中国の古義として
は「物怪」を「天変」とか「奇怪な方術」やそうした現象とする。「物気」は「万
物の気」とみなしている。平安文学は日記では双方の表現に余り差はない。
古代においては怨霊の祟りに対する治療法・撃退の方法を検証する。『紫式部
よりまし
日記』や『枕草子』においても加持祈祷が描写されている。物の怪調伏には憑坐
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として，『枕草子』では童女が登場している。記紀における神功皇后・倭迹迹日
百襲比売そして沖縄のノロやユタを指摘する。韓国におけるムダン（巫堂・巫女）
も神託をしたり，神々と人間との仲介を演じたり，悪霊の鬼神による病気や身の
回りの災厄を祓除したりしている。ムダンは神に供え物をして踊りや歌謡を伴っ
て，人間の吉凶禍福を調節するように祈願する「クッ」という儀礼を行なう。い
わば神や鬼神とも交信できる点は沖縄のノロやユタと共通する役割を持っている。
物怪の調伏にはこうした比較文化的な視点が注目される。
第二章は平安以前の物の怪の様相について究明している。そうした視点として
論者は「神の気」を注目している。平安初期に成立した『日本霊異記』には奈良
時代の説話が入っている。特定の人物の死霊を示す，例えば「親王の気」が挙げ
られ，物の怪との連関が窺える。鎌倉初期にまとめられた日本最初の史論書『愚
管抄』において，天台座主の慈円は次のように指摘している。怨霊とは，現世に
おいて深く恨み持って仇を選んで打ち倒そうとするもので，讒言虚言を作りあげ，
世を乱れさせ人に危害を加えたりするもの。また恨みを現世で晴らせなかった場
合，死んだ後も祟り，恨みを晴らすものという。
上代においては神の祟りがある。本論ではこれを記紀神話における三つの恥辱
が，怨霊を予感させると説いている。（イ）伊耶那美の辱，（ロ）大物主神の羞，
（ハ）豊玉依比売の である。この和型は『源氏物語』に登場する六条御息所の
生霊事件に関わるものである。見たり驚くことへの禁忌が破られたことから関係
の断絶，破壊が生じたのである。言い換えれば，神としての本性が暴かれること
によって神の尊さ，威厳が失墜される，いわゆる神の恥の意識が祟りの感覚を生
じるのである。人間の場合権力を志向するための政争によって，負けた側が死後
に示現し祟りをなすという思想が生れたのである。平安初期になると，民衆の中
に拡がっていた御霊信仰が，国家行事として神泉苑での御霊会が行われるとみる。
祟りが神から特定の人物への祟りへと移行して行く。また政争における怨霊を祀
ることにより祟りを鎮めようとする思想・信仰の様相を究明している。
第三章では『源氏物語』における物の怪を探る。物の怪の様相は（１）怨念に
よる物の怪，（２）病における物の怪，（３）物の怪に憑かれる関連性が不明な場
合，ということになる。（１）の場合は六条御息所の人物造型には政治権力闘争
が内在していること，即故父大臣の御霊出現の噂や夫故前東宮の廃太子という事
件が前段階にあっての物の怪事件を想像している。男女の恋愛における嫉妬のな
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せる業というより，貴族社会下での身分制度への意識の重さを指摘している。六
条御息所は平安京地主神を迎えるに際しての斎院御禊の当日に，一条大路で葵の
上一行の辱しめを受けた。その屈辱感を六条御息所の生霊変貌の原因とみなして
いる。
病や出産に際しての物の怪については，出産が平安時は難しい医学水準であっ
たとみている。病の実態として『紫式部集』所収４４，４５番歌の事例から後妻に取
り憑いている前妻の物の怪は夫自らの「疑心暗鬼」・「心の鬼」ということを注視
している。『源氏物語』においてもこの物の怪観が表出されていると見るのが，
朱雀帝の夢に故父桐壺院が顕れた際のことで，畏怖する帝に弘徽殿太后は「思い
なし」の成せる業だからと，強い心情を持つように諭していることを注視してい
る。光源氏が体験した夕顔に取り憑いた「いとをかしげなる女」，さらに紫の上
や女三の宮に取り憑いた六条御息所の死霊についても，光源氏が「心の影」に怯
えて幻想を見るものと想定している。浮舟に取り憑いた「昔，行ひせし法師」も，
浮舟自身の心の鬼から生じた物の怪を呼び出して入水を図ることになった，と理
解している。
第四章では夕顔に取り憑いた物の怪を改めて検証している。一説は六条御息所
の怨霊説，一説はなにがし院に棲みつく妖物説，もう一説は前掲の二説を折衷し
た怨霊と妖物とを合わせたとみなす説である。通用している説，なにがし院に棲
みつく妖物説に対して，本論では光源氏の一生に物の怪として関わる六条御息所
を描くために，始めはその正体を曖昧なものにしていると主張している。前章で
指摘している「心の鬼」という言説を重要な意識とみなしている。「いとをかし
げなる女」を目にする前に，光源氏は夕顔と六条御息所を思い較べている。その
伏線があって，物の怪が発生しており，そこに光源氏の「心の鬼」が秘められて
いたと見ている。夕顔頓死事件をひき起こす「いとをかしげなる女」については，
古物語を想起させるなにがし院という河原院説話を漂わせる荒廃した邸内。頭中
将の北の方の嫉妬から逃れるために転々と住まいを移していた夕顔。そんな葎の
門の女君としての夕顔に夢中になっている光源氏の「心の鬼」。こうした条件が
集合して夕顔の物の怪事件が描かれていると読み解いて見せる。
第五章は歴史物語や説話文学に顕れた物の怪事件を扱っている。菅原道真は学
者でありながら宇多天皇の推拳を得て，右大臣にまで昇進する。一方の左大臣藤
原時平の讒言にあって，大宰府権帥に左遷されてしまう。九州の地で没して後に
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も都に不吉な出来事が続き，醍醐天皇にまで事が及ぶ。道真の霊は火雷天神とし
て祀られ，魂鎮めが営まれるのである。藤原元方は娘が村上帝第一皇子をもうけ
たことで，その外戚としての栄達を期待した。しかし師輔女安子が皇子をもうけ
たことで，一転失意の底に落ち込んでしまう。藤原顕光は女延子が東宮敦明親王
に寵愛されていた。しかし藤原道長が外戚として権力を握るために敦明親王は東
宮を退位させられ，道長女寛子が入って来たことも重なり，顕光と女延子の周辺
はひどく厳しい実態となった。これら政争による慮外の扱いを体験した三貴顕は
生前の恨みを，相手の一族に祟って行く。平安時代の怨霊は以前のように疫病を
広げたりすることがなく，関わった者への祟りということに集中して来ることを
指摘している。
以上のように李論文では古代における記紀神話のように畏怖の対象として，そ
の超自然霊力に対し，敬い祀ることにもなることを究明している。『源氏物語』
おいては単純な怪異譚や疫病流行に留まることなく，背景に歴史上の政争や身分
制度といった情況を内在することを解き明かしている。さらに物の怪が顕れる心
理的な様相を，紫式部自身の記事にも記されている「心の鬼」「心の影」という
言説に注目して究明している。即ち物の怪当事者達の良心の呵責が生成する現象
ともみられると究明している。沖縄ノロ・ユタや中国の民俗や，李氏朝鮮時代の
医学書『東醫寳鑑』やムダン（巫堂）・クッ（儀礼）の民俗・風習等にも触れて，
比較文化史的展開を進めている。
以上の評価によって本論文は博士の学位を授与するに値する内容を有している
研究として判断される。
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 学位授与要記
一、氏 名 ・ 本 籍 李 喜貞（韓国）
二、学 位 の 種 類 博士（文学）
三、学 位 記 番 号 博文甲第五十号
四、学位授与の条件 学位規則第四条第一項該当
五、学位授与の年月日 平成二十四年三月二十二日
六、学 位 論 文 題 目 平安文学における物の怪
七、審 査 委 員 主査 専修大学文学部 教 授 小山 利彦
副査 専修大学文学部 教 授 鈴木 泰
副査 専修大学文学部 准教授 米村みゆき
